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　書 　　評 　
小峯和明著
『中世法会文芸論』
竹 　村 　信 　治
　本書は著者前著『院政期文学論』と同じ装幀をもってなるが、
そのカバー表紙の中央には細字で次の文章がレイアウトされている。
〈法会文芸〉とは本書であらたに試論として提起される新概念であり、／「法会」を媒介に生み出される文芸の総体を意味する。著者が示すその「総体」は驚くほどの広範囲におよぶ。／「法会」の場で読まれ、語られ、うたわれ、演じられるテキスト、図像イメージ、言説 所作…。／のみならず法会に参集した人々の思いや願いを綴ったもの、あるいは法会を通じて再創造されたものも含まれる。／本書は 法会の領域をダイナミックに設定し、そこに生み出される力学を丹念に読み解き、／中世の表現の時空を総体として捉えようとする試みである。
最初の書評と目すべきこの文章には本書の問題領域、 対象、 方法、狙いが端的に概括されている。これ 、 「法会文芸」の語が、近年おおきな進展を見せる〈法会学〉研究への文学研究から アプローチを表示するもの して選ばれた と
（
22頁など）
、また、そ
れが「
唱導0
文芸」ではないところには、唱導が「本来法会に即し
た言説行為」 である点に立ち戻り、拡大解釈される一方の 「唱導」をめぐる問題を立て直そうとする企図が孕まれていること
（序ⅳ
頁）
などが注記されるならば、本書の意義はほぼ語り尽くされた
こととなる。
　加えて、本書が著者提唱「法会文芸」研究への恰好の入門書と
なっている点も特筆すべきであろう。序は本研究の文芸研究における可能性
（ 「文芸」は「文学・芸能をあわせた複合的な概念」
22頁）
を開示したもの。一方、終章のⅤ一「法会唱導・注釈・聞書の資料学」は要を得た本書の総括であ とともに、研究の範囲と課題を概観する便宜 与えている。そして本論
（Ⅰ～Ⅳ）
では、本文中、
脚注、後注等に行き届いた先行研究、資料所在情報が書き込まれる。厖大な資料群から引用された精選必見記事はいずれも実に刮目すべき内容であって、上記「法会文芸」の「総体」を眼前に示し、 斯界研究の魅力をよく伝える。 巻末付載 「叡山文庫真如蔵 『唱導鈔』 」は「願文・表白など法会唱導に必須 用語や対句の例文の部類集」
（
598頁）
だが、これは「法会文芸」を繙こうとするも
のにとっての必備資料となろうし、それ自体 言語宇宙と位相を考える上での基礎資 である。
　Ⅴ一にあるように、 「法会文芸」研究は「写本資料を見るか見
ないか」 「資料を掌中にするかしないか」の差異をもって「特権化しやすい領域をともなってい 」
（
550頁）
。入門書としての意義
はこう た状況を背景に自ずから用意されたものだろうが、根底には資料を公共財とみなし、資料 共有によって議論 活性化を図ろうとする著者年来の構えもあるように思う そこには遠く人
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文学研究、文学研究の公共化にむけた提言も含まれていよう。
　さて、ここで「入門書」としての意義を言挙げしたのは、ほか
ならぬ評者にとって本書がそうした意義をもったからである。資料に接する機会をいくらかは得ながらもなお自らの研究関心との切り結び方を明瞭に見出せないままであった者にとって、本書はその接点を示唆してくれるまさに「入門書」だったのである。
　たとえば、 本書には 「行事共同体」 の語が頻出する。 初出は 「
（願
文・表白等 ）
文飾の粋を凝らした表現は人々の悲嘆や感嘆の涙
をさそわずにはおかない。そういう表現が立ち上がる現場として法会はあった。一度限りの擬制的な行事共同体 よる、慰謝
（慰
藉？）
を共有しあう場が演出される。 」
（序ⅲ）
すなわち、その場は、
「儀礼を司る導師をはじめ法会を遂行する僧侶、法会を主催する施主や聴聞衆など」
（
116頁）
が「 〈唱導語〉 」
（
402頁）
をもって「共
同幻想をはぐくむ」空間であり
（
289頁）
、 「見えない神仏など〈冥〉
の存在も介在し交信し交感しあう」
（
116頁）
という。どこでも表
現から離れることのない著者ならではの 「法会」 への迫り方だがならば、 「場」に注目して名指 れたこの「行事共同体」は〝言説共同体〟 言説＝実践の場のことだろう、と評者は思う 示唆される接点の一つはこれである。
　引かれる醍醐寺蔵『転法輪秘伝』には「説経ト申ハ、仏ノ説法
ヲ学ムデ、人ヲシテ為令得益也。世俗塵労ノ言語ヲ以テ、金口ノ誠言 ケガスハ、終、善根ノ破壊 」とある
（
27頁）
。これは「言
説の社会」
（Ｍ・フーコー『言語表現の秩序』 ）
における「拘束」 「制限」
「教育」 「排除」 「語る主体の稀少化」問題にかかわ 。とすれば、
Ⅳのタイトルにも見える「表現磁場」の語は、 「あらゆる言説が取り込まれ、またここから発信し発動する現場」
（
455頁）
の喩と
して、 「あらゆる言説」をその言 編制に組み込み変質させて新たに「発信し発動」させていく言説共同体の権力性をも含意するはずだ。したがって、 「源氏供養」は 『源氏物語』 聖典化儀礼」
（
483頁）
というより共同体における所有の儀礼。だからこ
そ澄憲「源氏一品経表白」
（
478頁）
は、 「非伝古人之美悪、非注先
代之旧事」などと唱えて蛍巻 物語論や『紫式部日記』 「日本紀の御局」エピソードを無視し、出家して救われない女たちをも語る物語の声に耳をかさないのではないか。それは和歌についてもいえそうだ。 「和歌政所結縁経表白」 隔句対
（
457頁）
は「和歌の
本性」 ではなく指摘通り 仏法からの和歌観」 。 「和歌政所 儀礼」は「参集者たち 結縁や済度を企図」する共同体 儀礼とし「まさに和歌を措定し直す」＝和歌を再所有する。そこでは、 「待秋月於暮嶺」も「未照生死闇夜」と句を次がれ ことで有心の本意追究をもってなる和歌言説共同体との回路を断たれ 狂言綺化してしまう。 奥」の の呪性
（
474頁）
に異論はないが、これも
うた0
の呪性を共同体内の陀羅尼の呪性へと変換したものではない
か……。
　こうして、 「法会唱導」は「言説の社会」
（言説共同体）
研究の
恰好のフィールドである。 『栄花物語』十五「うたがひ には「願文のことばども、仮名の心得ぬ事ども交りてあれば、これにてえ写しとらず。 」とある
（
415頁）
。 「言説の社会」の境界線の顕在化。
観念の漢文言説共同体は情理の和文言説共同体と 差別化をもっ
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てその実定性を確保する。しかし、やがて仮名表白も生成するだろう。 間のいかなる言説＝実践
（プラティック）
が共同体の言
語ハビトゥスを変質させたのか
（そのヒントは
461頁に所引の醍醐寺蔵
『転法輪秘伝』第
18条記事あたりにありそうだ）
。また、兵藤裕己『 〈声〉
の国民国家・日本』にも紹介 れる願人坊主のチョンガレ台本「箱根霊験躄仇討ちょんがれ」の冒頭には、 「帰命
（奇妙）
頂礼、
どらが如来、名僧知識の説かせ給ふは、まことに説法、愚僧 口から、しゃべるはめっぽ 、／大方みなさん聞いてもいなさろ、近ごろ芝居でもっぱら評判、……」とある。これも「法会文芸」の一つだ う。物語り芸能の場で模倣、パロディ化され 「言説の社会」 。そこで世界は諸言説共同体の布置をめぐるいかな 変更を経験することになるのか……。 「行事共同体」を言説共同体と読み替えることで立ち上 る課題は尽きることがない。
　言説共同体の言説＝実践という点ではその言説戦略の仕組みも
興味深い
（たとえば追善願文の十段構成に文脈化された悲嘆哀傷→修善
→廻向の救済物語の口演（
414頁） 。そこでは聴聞衆による主体的な無常観
念受容、結縁志向が醸成されるのであろう。それは平雅行『日本中世 社会と仏教』Ⅲが説く仏教言説共同体 「民衆意識の呪縛」方略と軌を一にしているように見える）
が、さらに言説＝実践の内部での言語行為
主体
（導師）
の振る舞いは一層注目される。たとえばⅡ一「澄憲
をめぐる」２「悲母の法会唱導」に紹介され 「母恩勝父恩釈」を説く澄憲。醍醐寺蔵『転 輪秘伝』 は「又、説経ニ、古秀句ヲ引出事ハ、……古キ事ナレドモ、我本ノ才覚打加テ、片端ノ言バノ助ニ為ニコソ、聞吉ケレ。偏、古事ヲタガヘズ、ヨミアグル
ハ、ウタテシキ事ト可知也。 」
（第
15条）
とあるが
（
461‐
462頁）
、澄
憲はこの「才覚打加」の主体として「父恩を重視する一般の通念を反転させ」
（
121頁）
る。こうした主体は言説の言表編制を相対
化して内側から更新していく言述の主体だろう。澄憲については実子聖覚との「風情」の異なりの議論
（ 『井蛙抄』等、
200頁）
が共
同体内の主体それぞれ 位相、偏差を伝えて大いに関心を惹くが、Ⅱ一３「仏法・王法と法会文芸」が扱う治承争乱期の澄憲表白群も 法会 言述が言語行為主体の情況と 対話 ともにあったことを教えて衝撃的だ。 澄憲僧都、説法之中、多吐世上不可云々」
（ 『玉葉』治承五年四月三十日条、
127頁）
。 「世上」を批評する主
体は世界と共同体との境界線上に位置どる 。こうした を通じて、法会は の内外に世界 の対話、世界への働きかけを促す言説＝実践の場となるのだろう。
　本書に与えられる示唆は数え上げればきりがない。それはほと
んど頁ごとにあるといってよい。また、各章各節各項の所説 引用資料を相互に対照すれば本書から得られる示唆は倍増する。たとえば、Ⅱ 中心 例示さ る修辞的表現 様式 、形式化
（
216
‐
217、
231‐
236頁、等）
。これは、前代の『権記』寛弘八年三月二七
日条の「説教微妙、合願主御本意」
（
285、
412頁）
や醍醐寺蔵『転法
輪秘伝』 の 「檀越ノ意趣ハ願文ニ有レ、……彼ノ願文ノ状ニ随テ、微妙ニ尺也」
（
27頁）
に窺える法会言述の現場性、個別性と併せ
みれば、 「法会文芸」の発話ジャンルとしての成立を考えさせる。そうしたジャンル性獲得の認証は中世テキストをめぐるい なる言述分析を可能とするのか、等々。示唆は妄想を生んでとどまる
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ところがないが、中村真一郎『王朝の文学』の所論にならっていえば、そうした「欄外で夢みた幾多の感想」を導くところにも、冒頭で述べた斯界研究上の意義に加えるべき本書の「魅力」が評されてよいのであろう。もちろんここに述べた は評者が本書の「欄外」で夢みた「感想」にすぎない。読者諸賢はいかなる「幾多の感想」をそれぞれの「欄外」に夢みるのだろうか。それ 想
うと目くるめく思いだが、かかるかたちで展開する研究の連鎖もまた、おそらくは著者が本書の上梓に込めた願いではなかったか。
（二〇〇九年六月 　笠間書院 　Ａ５判 　六四六頁 　税込九四五〇円）
　＊なお、本書章立ての詳細は本誌第
159集
49頁を参照されたい。
新 　刊 　紹 　介田渕句美子著『阿仏尼』
　人物叢書の一冊。阿仏尼をめぐる人物伝
でもあり、また鎌倉時代の女性の立場をめぐる本でもある。阿仏尼の人脈や社会関係についての記述が多いのが特徴で、女房時代の人的交流、歌道家の「女あるじ」としての矜持や、女房歌人、歌道家の母の使命などに記述が多い が特徴だろう。
　従来の「良妻賢母」の阿仏尼像の由来に
ついても述べるところ厚く、通説とは少し異なった阿仏尼の姿を描き出そうとしている。家の女性、女房 矜持を つ 一人屹立した個人とし 阿仏尼とでもい べきものだろうか。諸資料を広く渉猟し 図版も充実している。もちろん波瀾万丈の人生を歩んだ人 から伝記としても抜群に面白い。恋愛の贈答、子女子息への思いやり
が和歌を通じて浮かび上がり、百首の勧進、勅撰集を巡る政治力学に巻き込まれたこともあった。阿仏尼の人間的魅力もさることながら、女性の歌人として生きる姿を描きだす上で新しい標準となるべき記述のスタイル 、隅々まで行き渡る著者の目配りの繊細さに彩られた、魅力あふれ 伝記である。（二〇〇九年一一月 　吉川弘文館 　四六判 　三〇三頁 　税込二二〇五円）
 〔梅田 　径〕
湯浅常山原著、大津雄一・田口 寛訳注『戦国武将逸話集
訳注『常山紀談』巻一～七
』
　多くのメディアにおいて戦国時代が多く
取り上げられ、広く関心が持たれるようになった今日、戦乱の世を彩った武将たちの伝承・伝説がますます興味を持って語られるようになった。本書は、江戸時代中期の
儒学者である湯浅常山が著した『常山紀談』を、岩波文庫本に依って読者に分かりやすいかたちで現代語訳したものである。全部で一六四話にわたる戦国時代の武将たちの逸話を集めており、豊富な話題が語られている。各話の冒頭 は内容の要約が挙げられ、版本や訳者の注のほか、異説や補説も載せられている。本文は全体として簡潔な記事が多く、一つ一つ 話が短いめ、気軽に読むことが きる。戦国時代にあまり関心のない人でも知っているような有名な武将から、そ ほど広く知られていないような武将まで、 彩な が並び説話的な面白さも感じられる作品と言える。本書の巻末には、主要事件・合戦略年表と主要人物索引も付せられており 至便である。歴史や文学に親しむだけでなく、更に学ぶきっかけとも り得るハンディな一冊である。（二〇一〇年二月 　勉誠出版 　四六判 　二五五頁 　税込一八九〇円）

〔柳川 　響〕
